
アサリ、ハマグリ、カキなどの貝類は近海

で生息するため、工場排水や産業廃棄物に含

まれる重金属の影響が心配されます。特にカ

ドミウム、鉛は人体に有害な重金属で、人体

に必須とされるスズ、銅も必要以上にとると

有害物質になります。

いっぽう、鉄や亜鉛は人体に必要な栄養素

です。また、貝類はカルシウムやマグネシウ

ムなどを多く含んでいることから、あわせて

これらの含有量もテストしました。

貝の種類 シジミ、アサリ、ハマグリ、カ

キ、ホタテの５種類の貝１７点をテストしまし

た。このうち１２点は道内産、３点は道外産、

２点は中国産でした。

テスト結果 テストの結果を６ページの

表に示しました。なお、ホタテは貝柱（閉殻

筋）をテストしました。

◇カドミウム １７点の平均が０．４ppm（ppm

は１００万分の１の濃度）で、カキに若干多い

ものがありましたが、毎日食べる食品ではな

いので心配ないと考えられます。

◇鉛、スズ いずれも１７点すべてから検出し

ませんでした。

◇銅 全点の平均は３．３ppmで、カキに多く

含まれていました。銅は体内ではたらく酵素

の構成要素として重要です。

◇鉄 全点の平均は３４．７ppmで、貝類全体

に多く含まれていました。鉄は、赤血球のヘ

モグロビンなどの構成成分として重要で、鉄

不足は貧血の原因となります。

◇亜鉛 全点の平均は４６．９ppmで、特にカ

キに多く含まれていました。亜鉛は体内の酵

素やホルモンの構成成分として重要で、亜鉛

不足は味覚障害の原因となります。

◇カルシウム 全点の平均は５２７ppmで、シ

ジミ、アサリ、ハマグリに多い傾向でした。

カルシウムは骨の構成成分の１つであるとと

もに、細胞の多くの働きに関与しています。

◇マグネシウム 全点の平均は４４１ppmで、

シジミは少なめでしたが、他の貝類に多く含

まれています。マグネシウムは骨や細胞の働

きに関与しています。

表 示 名称、産地名、消費期限、内容量

などはすべてに表示されていました。

全 体 の ま と め

�カドミウム、鉛、スズ、銅については健康
上心配される状況ではありませんでした。

�銅や亜鉛は人体に必要な重金属ですが、カ
キにいちばん多く含まれていました。

�カルシウムとマグネシウムもシジミやアサ
リなど貝類全体に多く含まれていました。

�銅、鉄、亜鉛、カルシウム、マグネシウム
は厚生労働省の「日本人の食事摂取基準」に

より別表のように推奨量（又は目標量）が設

定されています。

アサリ、ハマグリ、カキなどの重金属は？

カドミウムは心配ない量
鉛、スズは全点不検出
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防ぎたい
重金属の環境汚染

重金属とは、一般に比重が４．０以上に重い

金属の総称です。代表的な重金属には、鉄の

ほか鉛、クロム、カドミウム、水銀、亜鉛、

マンガン、ヒ素、スズなどがあります。

水俣病の有機水銀、イタイイタイ病のカド

ミウムなど重金属は生

物に対し毒性の強いも

のが多く、工場や鉱山

から排出されて公害病

の原因物質になった

り、水源汚染や土壌汚

染などの原因になるものもありました。

近年は、中国のめざましい経済発展で大陸

沿岸部の汚染が心配されています。しかし、

今回のテストでは、中国産の２点（ハマグ

リ）は鉛、スズは不検出で、カドミウムも低

い検出量でした。北海道ではホタテやカキ養

殖が盛んですが、海中に吊すための鉛の重り

を安全な材質に代えた産地もあります。

重金属のうち、鉄、亜鉛、銅、マンガン、

クロム、モリブデンなどは人体の生命維持に

必須の微量元素として知られています。この

うち鉄、亜鉛、銅は「五訂日本食品標準成分

表」の記載項目になっています。

食事摂取基準による推奨量又は目標量（mg／日）

成人男性 成人女性

銅 ０．８ ０．７

鉄 ７．５ １０．５（閉経後６．５）

亜鉛 ９ ７

カルシウム ６００ ６００

マグネシウム ３４０～３７０ ２７０～２９０

※「日本人の食事摂取基準（２００５年版）」は国民の健
康の維持、増進のため、エネルギー及び各栄養素
の摂取量の基準を示したものです。

貝類の重金属等のテスト結果

№ 商品名 産地
重 金 属（ppm） ミネラル（ppm）

カドミウム 鉛・スズ 銅 鉄 亜鉛 カルシウム マグネシウム

１ 活しじみ 道内 ０．１ 不検出 １．１ ３０．１ １５．３ ６５３ １８１

２ 活しじみ 道内 ０．１ 不検出 ０．８ ３８．８ １１．９ ９７２ １７１

３ しじみ 道内 ０．３ 不検出 ２．３ ７１．８ ８．２ ６８９ ９７

４ しじみ貝 道外 ０．４ 不検出 ３．５ ２８．３ ２０．６ １７６８ １６１

１ 活あさり 道内 ０．１ 不検出 １．１ ２６．１ ８．５ ７１５ ８５３

２ 活あさり 道内 ０．２ 不検出 １．０ ７６．６ ７．８ ３７８ ６２９

３ 貝あさり 道内 ０．１ 不検出 １．０ ４２．７ ９．６ ４６９ １０５１

１ 活はまぐり 中国 ０．８ 不検出 １．４ ５１．７ ３２．９ １４３６ ７７７

２ はまぐり 中国 ０．２ 不検出 ０．８ ３４．０ ３３．１ ８９３ ５６７

１ 生かき 道外 ０．６ 不検出 ５．８ ２２．０ ８８．５ １３３ ２８５

２ 生かき 道内 ０．４ 不検出 ７．０ ３６．７ １００．１ １２９ ３８３

３ 生かき 道内 ０．６ 不検出 ５．４ ２６．０ ８２．４ １２４ ３３５

４ かき 道内 ０．８ 不検出 ６．７ ３１．９ ９４．０ １１３ ３７８

５ かき 道内 １．２ 不検出 １２．９ ３９．０ １８０．６ １２４ ５２３

６ 生かき 道外 ０．６ 不検出 ５．０ ２１．３ ７７．３ ９８ ２９４

１ ほたて貝柱 道内 ０．６ 不検出 ０．３ ６．６ １５．４ １３５ ３８５

２ ほたて貝柱 道内 ０．４ 不検出 ０．６ ６．１ １１．８ １２７ ４２６

全点の平均 ０．４ ― ３．３ ３４．７ ４６．９ ５２７ ４４１
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